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対象とする問題の概要 

 ウガンダの人口は 3400 万人で、2014 年までの 10 年間における人口増加率は 3.03%と高い 

[UBOS 2014]。人口の急速な増加は 1 人あたりの農地面積の狭小化と作物生産の減少をすす

め、食料不足が発生することも懸念される。研究地域であるウガンダ南西部はグレートリフ

トバレーの周縁部に位置し、標高が 1,220m から 2,350m の高原地帯となっている。斜面地で

は土壌浸食の危険性が高く、土壌浸食の発生により不規則な小区画が増加することによっ

て、農地の生産条件が悪化する危険性がある。サハラ以南アフリカ地域では、異常気象によ

って不安定な農業生産を余儀なくされている地域も多い。ウガンダ高地では気候変動の影

響によって、異常降雨による洪水や地すべり、気温の上昇によるマラリアの拡大が指摘され

ている[Bagoora 2010]。 

 

研究目的 

本研究の目的は、土地不足が深刻なウガンダ南西部の農村において、土壌浸食が農業や人

びとの生活に与える影響と人びとの土壌浸食への対策を明らかにすることである。ウガン

ダ南西部では、2017 年 9 月から 10 月にかけて豪雨が発生した。突発的に発生したこの豪雨

は、地域住民が経験したことのない異常気象であった。この豪雨はウガンダ南西部一帯で洪

水や土壌浸食を引き起こし、20 名以上の死者を出した。多くの斜面畑で表土が流亡し、土

壌浸食が大きな問題となった。豪雨が発生して一年が経過した調査地で、人々がどのように

豪雨による土壌浸食に対処したのか、防止策と発生後の土地利用から明らかにする。 

 

フィールドワークから得られた知見について 

1) 土壌浸食に対する対応と防止策 

2017 年 9 月に発生した豪雨により、多くの農地では表土が流亡し、硬い粘土層が露出し

た(写真 1)。土壌が斜面上部の耕作地から流入し、播種した作物の種子に覆土すると、発芽

率が低下する。この発芽障害を防ぐ目的で、人々は斜面上部に溝を設けていた。農家は溝を



造成し、雨水の流入を防ぎジャガイモの腐食や種イモ、種子の流亡を防ぐことに重点をおい

ていた。そのため、休閑地では土壌浸食を防止する取り組みは行われていなかったが、休閑

地に草本類を繁茂させることで土壌浸食を緩和しようとしていた。斜面地でよくみられる

イネ科の草本 Orunbugu（Cynodon dactylon）は繁殖力が強く、地面に強く伸長する。人びと

はこの草本を刈り取って乾燥させ、裸地が多いサツマイモの畝に被せて、土壌浸食を防いで

いた（写真 2）。近年の気候変動による大雨や干ばつの経験から、雨滴衝撃による土壌浸食

を和らげること、そして干ばつ時の土壌水分の減少を防ぐことを目的に利用されていた。 

2) 土壌浸食後の農地利用 

土壌浸食後にみられる特徴的な農地利用について紹介する。谷底に位置する緩傾斜の耕

作地では、斜面上部から流入した肥沃な土壌を利用して、換金作物であるジャガイモを連作

していた。一方、斜面地では豪雨発生の直後に、土地の所有者は土壌浸食による地力低下を

理由に休閑を予定していたが、土地不足を理由にやむなく耕作していた。 

男性 A 氏が所有する約 1.8a の斜面地では、2017 年 5 月にインゲンマメが播種された。そ

の後 9 月の豪雨で雨水が斜面上部の耕作地から流入し、耕作地の中心部に生育していた株

が土壌とともに流亡した。A 氏は、残ったインゲンマメを 2018 年 2 月に収穫した。収穫し

た後、すぐにジャガイモが植え付けられ、5 月に収穫された。2017 年 11 月に聞き取りをし

た際には、土地生産性が低く、半年ほど休閑をしたいと述べていたが、家屋からの距離が近

く利便性が高いこと、そして子供の教育費のために現金が必要であったため、実際には A 氏

は換金用のジャガイモを栽培していた。 

 

反省と今後の展開 

土壌浸食後の農地利用から、人びとは作物の選択に、耕作地の生産性や地形をはじめとす

る自然環境とともに、家や幹線道路から耕作地までの距離といった利便性を重視している。

これまでの農地の場所と利用実態のデータを分析し、農地利用の特徴を明らかにしたい。豪

雨による土壌浸食は農業生産の増減を引き起こし、農地における作物栽培の頻度に大きな

影響を与えていた。今後、土壌分析を実施して、土壌浸食による土地生産性の増減を地形ご

とに明らかにしたい。 
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写真 1 浸食され硬い粘土層が露出した耕作地 

 

 

写真 2 サツマイモ畑における Orunbugu による裸地の被覆 

 


